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平成30年度に係る業務の実績に関する評価結果 
国立大学法人名古屋工業大学 

 

１ 全体評価 

 
名古屋工業大学は、中京地域とともに培ってきた産業技術と産業人材の揺籃機能を一層

強化し、世界に冠たる「ものづくり産業」を支え、次代の発展を導くため、「中京地域の産

業界との融合」を基本方針として、地域産業界の求める人材養成に向けた教育組織改革を

中心とする機能強化に取り組むこととしている。第３期中期目標期間においては、学部・

大学院の再編及び学部・大学院博士前期課程を通じた６年一貫教育により、地域産業界が

求める高度かつグローバルな技術者等の専門職業人を育成するとともに、研究開発能力を

有する先導的な人材を育成すること等を基本的な目標としている。 
この目標の達成に向け、学長のリーダーシップの下、中京地域の「工学のイノベーショ

ンハブ」として、名古屋市の「ロボット・IoT導入専門人材育成事業」を本格化し、地域の

発展と産業振興に貢献するなど、「法人の基本的な目標」に沿って計画的に取り組んでいる

ことが認められる。 
 

（「戦略性が高く意欲的な目標・計画」の取組状況について） 

第３期中期目標期間における「戦略性が高く意欲的な目標・計画」について、平成30年
度は主に以下の取組を実施し、法人の機能強化に向けて積極的に取り組んでいる。 
○ フロンティア研究院での25件の国際共同研究のほか、フリードリヒ・アレクサンダー

大学エアランゲン・ニュルンベルク（ドイツ）の研究者12名と材料科学分野、情報科学

分野、電気・機械分野の研究者11名とで国際共同研究12プロジェクト研究を実施してい

る。また、CNRS-IRCER研究所（フランス）との国際科学協力プロジェクトの成果報告

会、セラミックスに関する国際ワークショップ、マレーシア工科大学、マラ工科大学、

南洋工科大学、マレーシアプトラ大学等と共同研究や国際会議を実施し、研究のグロー

バル化を推進している。（ユニット「『名工大版理工系人材育成戦略』を中心とした機能

強化」に関する取組）  
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２ 項目別評価 

 

＜評価結果の概況＞ 
特 筆 

一定の 
注目事項 

順 調 
おおむね 
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化   ○    

（２）財務内容の改善   ○    

（３）自己点検・評価及び情報提供   ○    

（４）その他業務運営   ○    

 
 
Ⅰ．業務運営・財務内容等の状況                          

 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務等の効率化・合理化 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載12事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
 
 
（２）財務内容の改善に関する目標                         

①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載４事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
 
 
（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           

①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載２事項全てが「年度計画を十分に実施している」と認められる

こと等を総合的に勘案したことによる。 
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（４）その他業務運営に関する重要目標                       
①施設設備の整備・活用等 ②安全管理 ③法令遵守等 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載８事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
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Ⅱ．教育研究等の質の向上の状況                          

 
平成30年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 

  
○ 研究のグローバル化の推進 

フロンティア研究院での25件の国際共同研究のほか、フリードリヒ・アレクサンダー

大学エアランゲン・ニュルンベルク（ドイツ）の研究者12名と材料科学分野、情報科学

分野、電気・機械分野の研究者11名とで国際共同研究12プロジェクト研究を実施してい

る。また、CNRS-IRCER研究所（フランス）との国際科学協力プロジェクトの成果報告

会、セラミックスに関する国際ワークショップ、マレーシア工科大学、マラ工科大学、

南洋工科大学、マレーシアプトラ大学等と共同研究や国際会議を実施し、研究のグロー

バル化を推進している。 
○ 国際共同研究による成果 

国際共同研究を推進するため、オプトバイオテクノロジー研究センターを設置すると

ともに、将来的な共同研究を見据え、海外機関からのユニット招致を組織的に行ってい

る。また、イスラエル工科大学との国際共同研究において、ヘリオロドプシンを発見し、

その業績が第71回日本化学会賞を受賞している。 
 
 
 

 


